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７．現在までの進捗状況

In-situワークフロー　性能計測　オーケストレーション

３．研究課題名

区分 （2）おおむね順調に進展している。
理由
今年度は，「課題1. ワークフローの性能計測」に取り組み，ワークフローの性能情報をリアルタイムに計測するためのライブラリと，性能情報を集約・蓄積す
るためのシステムを試作した．自作した小規模なベンチマークを用い，シミュレーションの時間ステップ毎に，入出力データ量，入力データの処理時間，入出力
データの送受信時間等の性能情報が計測可能であることを確認した．以上より，概ね順調に進展していると判断した．
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In-situワークフローのための適応的な計算資源配分フレームワーク

令和２年度～令和４年度

１．研究種目名　　　 20K19808

部局

エクサスケールの高性能計算機ではストレージI/Oが深刻なボトルネックになると危惧されているため，ストレージを介さず，シミュレーションや可視化アプリ
ケーション間で直接データを授受するIn-situ処理が注目されている．In-situ処理のスループット最大化のためには，各アプリケーション間でスループットが均
等になるよう計算資源を配分することが不可欠である．本研究では，In-situ処理において各アプリケーションへ計算資源を動的かつ自動的に配分するフレーム
ワークの構築を目指し，研究開発に取り組んでいる． 
今年度は，「課題1. ワークフローの性能計測」に取り組んだ．具体的には，ワークフローを構成する各アプリケーションに計装処理を注入し，シミュレーショ
ンの時間ステップ毎に，入出力データ量，入力データの処理時間，入出力データの送受信時間等の性能情報を計測・集約するシステムを開発した．

４．補助事業期間
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９．次年度使用が生じた理由と使用計画

１０．研究発表（令和２年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計0件

〔学会発表〕　計1件（うち招待講演　0件／うち国際学会　1件）

2020年

〔図書〕　計0件

計0件（うち出願0件／うち取得0件）

１２．科研費を使用して開催した国際研究集会

計0件

26th International Conference on Parallel and Distributed Systems (ICPADS 2020)（国際学会）

 ４．発表年

１１．研究成果による産業財産権の出願・取得状況

コロナ禍により関連研究調査のため参加を予定していた国際学会への参加が不可能となり，旅費を使用しなかった．次年度以降，国際会議への参加が可能になれ
ば使用する予定である． 
また，開発作業のため性能評価用サーバと統合開発環境の購入を予定していたが，開発の初期段階では学内の共用計算機により代用できたため，本年度は購入し
なかった．次年度以降，さらなる開発作業の進展にあわせて購入する予定である．

Massively Parallel Causal Inference of Whole Brain Dynamics at Single Neuron Resolution

 ３．学会等名

 １．発表者名
Wassapon Watanakeesuntorn, Keichi Takahashi, Kohei Ichikawa, Joseph Park, George Sugihara, Ryousei Takano, Jason Haga,
Gerald M. Pao

 ２．発表標題

今年度は概ね当初の計画通り順調に研究開発が進展したため，次年度以降も研究計画に基づき研究開発を進める．次年度以降は，「課題2. 計算資源配分の決
定」ならびに「課題3. ワークフローの再構成」に取り組む予定である．課題2では，今年度に開発した性能計測機能が収集した性能情報の履歴を分析し，a. 資
源配分の変更の有無，および，b. 各アプリケーションへの最適な計算資源の配分を決定する手法を探る．また，課題3では，計算資源の再配分が必要であると判
断された際に，各アプリケーションに割り当てるプロセス数を変更し，新たな資源配分を反映するための基盤を作成する．

８．今後の研究の推進方策

（2／3）



日本学術振興会に紙媒体で提出する必要はありません。
【研究代表者・所属研究機関控】

２版

１３．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況
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